
　
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
第
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大
磯
西
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祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
の

各
部
門
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

選
者
の
献
詠
さ
れ
た
句
・
歌
及
び
入

選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
・
学
校
は
応
募
時
の
も
の
）

【
選
者
】

◎
献
詠
句
　

本
井
　
英

　
う
ち
仰
ぐ
富
士
の
近
さ
に
西
行
忌

山
田
　
真
砂
年

　
円
位
忌
の
怒
濤
の
足
裏
に
聞
い
て

　
を
り

岸
本
　
尚
毅

　
大
磯
の
町
の
人
々
西
行
忌

山
西
　
雅
子

　
ほ
の
ぼ
の
と
老
松
に
日ひ

や
西
行
忌

今
村
　
妙
子

　
さ
へ
づ
り
や
遊
子
に
開
く
円
位
堂

◎
献
詠
歌

柳
　
宣
宏

　
山
道
に
す
み
れ
を
見
た
る
よ
ろ
こ

　
び
は
今
日
い
ち
に
ち
に
余
り
あ
る

　
な
り

今
井
　
恵
子

　
脚
を
組
み
解ほ

ど
き
ふ
た
た
び
組
み
直

　
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
少
女
の
思
案
は
つ

　
づ
く

花
山
　
多
佳
子

　
震
災
の
日
よ
り
十
日
の
の
ち
に
来

　
る
春
の
彼
岸
は
か
な
し
き
も
の
を

【
応
募
入
選
作
品
】

◎
献
詠
俳
句

〈一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
４
５
３
句

第
一
位 

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市 

塚
本
　
治
彦

　
鹿
尾
菜
刈
り
終
へ
て
真
水
に
洗
ふ
鎌

第
二
位　
神
奈
川
県
横
浜
市　

大
坪
　
正
美

　
枯
蔓
と
な
り
て
名
前
を
失
へ
り

第
三
位　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町　

前
田
　
恵
美

　
日
脚
伸
ぶ
ホ
の
口
を
し
て
土
人
形

第
四
位 
千
葉
県
千
葉
市　

松
田
　
素
風

　
杭
の
み
の
瀬
し
ぶ
き
と
な
る
崩
れ
簗

〈小
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
21
句

第
一
位　
平
塚
市
立
富
士
見
小
学
校

西
海
　
伸
哉

　
小
ク
ワ
ガ
タ
小
さ
い
け
れ
ど
か
ず

　
い
る
よ

第
二
位　
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

宇
野
　
美
咲

　
ゆ
き
む
し
が
ゆ
き
の
は
じ
め
を
し

　
ら
せ
る
よ

第
三
位　
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

長
谷
川
　
晴
香

　
手
が
ま
っ
赤
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た

　
雪
だ
る
ま

第
四
位　
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校

梅
山
　
容
子

　
秋
風
よ
私
を
ど
こ
か
に
連
れ
て
っ
て

〈中
学
生
の
部
〉　

　
応
募
総
数
35
句

第
一
位　
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼
中

学
校

藤
川
　
大
心

　
随
神
門
雪
解
け
水
に
照
ら
さ
れ
て

第
二
位　
済
美
平
成
中
等
教
育
学
校

（
愛
媛
県
）

青
山
　
和
加　

　
桜
散
る
哀
し
き
こ
と
を
つ
づ
る
手
よ

第
三
位　
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼
中

学
校

後
藤
　
嘉
杏

　
遠
く
て
も
つ
な
が
る
想
い
天
の
川

第
四
位　
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼
中

学
校

佐
久
間
　
遼
多

　
た
ん
ぽ
ぽ
を
賽
銭
代
わ
り
の
子
ど

　
も
か
な

〈高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
68
句

第
一
位　
愛
知
県
立
豊
橋
西
高
等
学
校

中
澤
　
琥
太
郎

　
親
指
に
団
栗
帽
子
被
ら
せ
て

第
二
位　
岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高
等

学
校

中
島
　
聖
音

　
眼
前
の
平
和
の
如
く
ス
ワ
ン
来
る

第
三
位　
愛
知
県
立
岡
崎
東
高
等
学
校

河
合
　
風
芽

　
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
鯛
焼
の
尾
に
か
ぶ

　
り
つ
く

第
四
位　
愛
知
県
立
幸
田
高
等
学
校

齋
藤
　
花
央
梨

　
夕
時
雨
ク
ラ
ス
日
誌
の
欠
席
欄

◎
献
詠
短
歌

〈一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
７
２
首

第
一
位　
埼
玉
県
日
高
市　

横
田
　
武
志

　
終
戦
後
軍
服
を
着
た
担
任
が
う
ま

　
い
か
と
聞
く
脱
脂
粉
乳

第
二
位　
京
都
府
京
都
市

小
池
　
ひ
ろ
み

　
不
思
議
だ
ね
君
が
隣
に
い
る
と
き

　
は
虹
を
た
や
す
く
見
つ
け
て
し
ま

　
う

第
三
位　
神
奈
川
県
小
田
原
市

川
口
　
克
子

　
グ
ー
タ
ッ
チ
に
言
葉
は
い
ら
な
い

　
マ
ス
ク
す
る
君
と
我
と
の
擦
れ
違

　
う
朝

第
四
位　
愛
知
県
岡
崎
市

西
村
　
愛
美

　
幸
せ
な
束
縛
だ
っ
た
猫
の
た
め
海

　
外
旅
行
を
あ
き
ら
め
て
い
た

　
〈小
・
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
３
８
首

第
一
位　
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼
中

学
校

山
本
　
悠
奈

　
背
景
の
空
描
く
の
が
難
し
い
ほ
か

　
の
部
分
は
う
ま
く
い
く
の
に

第
二
位　
山
口
県
光
市
立
光
井
小
学
校

横
道
　
玄

　
ま
だ
枝
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
る
と
思

　
っ
て
る
十
八
個
の
柿
ひ
も
で
揺
れ

　
な
が
ら

第
三
位　
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼
中

学
校

渡
邉
　
翔

　
空
の
色
が
青
い
青
い
と
言
う
け
れ

　
ど
私
は
少
し
色
盲
が
あ
る

第
四
位　
大
磯
町
立
大
磯
中
学
校

樋
口
　
裕
子

　
塾
終
わ
り
一
人
で
歩
く
夜
の
道
見

　
上
げ
る
空
に
は
光
る
も
の
あ
り

　
〈高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
57
首

第
一
位　
岐
阜
県
立
飛
騨
神
岡
高
等

学
校

井
上
　
歩
香

　
夢
が
何
か
決
ま
ら
ぬ
吾
に
苛
つ
い

　
て
曇
っ
た
空
を
混
ぜ
た
く
な
っ
た

第
二
位　

星
野
高
等
学
校
（
埼
玉

県
）

砂
長
　
陽
咲

　
背
伸
び
し
て
目
線
の
高
い
靴
を
履

　
く
君
が
私
に
振
り
向
く
よ
う
に　

第
三
位　
岐
阜
県
立
吉
城
高
等
学
校

荒
木
　
千
尋

　
グ
ラ
ン
ド
の
雪
の
地
上
絵
眺
め
つ

　
つ
サ
ッ
カ
ー
部
の
君
の
背
追
い
か

　
け
る

第
四
位　
岐
阜
県
立
吉
城
高
等
学
校

倉
家
　
る
み

　
す
き
っ
歯
の
幼
き
私
笑
い
た
る
祖

　
母
の
待
ち
受
け
何
時
変
わ
る
の
か

問
　
産
業
観
光
課　
☎
内
線
３
３
４

　
鴫
立
庵　
☎
（
6１
）
６
９
２
６
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